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新商品開発の歴史
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宅急便市場別伸率（2008年3月期）
取扱個数伸率
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e-ビジネス事業 605 606

フィナンシャル事業 11,773 13,503

その他の事業 1,408 1,912

内部消去 48 8

合計 ￥48,881 ￥124,832

デリバリー事業のネットワーク資産の増減は㎈（峦晟癲）

デリバリー事業においては、業績の回復と新たな成長軌道への移行に努めます。非デリバリー事業はオン
リーワンか∵塘 度 塘 ーワンヤ置塘 沢武デ庫噸ョ峠 ＋し。今 期 の ¢ 慈 は彠 ＋ 泂 め 憎 に お 遵 、

ム な 景 火 稲 囅 、
指します。
次期の業績の牽の咎としては、営業収益
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m. 役員賞与
　取締役に対する賞与は、帰属する事業年度において費用処理しております。

n. 法人税
　法人税の引当は、連結損益計算書に含まれる税金等調整前当期純利益に基づいて計算され
ております。帳簿価額と税務上の資産負債との間の一時差異の結果予想される将来の税金へ
の関連性を繰延税金資産及び負債として認識するために、資産負債法を用いております。繰
延税金は、当該一時差異に現在適用されている税法に基づいて測定されております。

o. 剰余金の配当
　各年度の利益処分は、株主総会の承認がなされる翌事業年度の連結財務諸表に反映してお
ります。

p. 外貨換算
　全ての外貨建ての短期・長期の金銭債権債務は、期末日レートで日本円に換算しております。

q. 
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9. 法人税等
　当社及び国内子会社は、所得に対する国税及び地方税が課せられており、それらを合計した
法定実効税率は2008年3月31日及び2007年3月31日終了連結会計年度においてそれぞ
れ約40%であります。
　2008年3月31日及び2007年3月31現在の繰延税金資産及び負債の発生の原因となった
主な一時差異の税効果は以下のとおりであります。

 単位：百万円 単位：千米ドル

 2008 2007 2008
繰延税金資産：
　流動 
　　未払費用  ¥ 10,878 ¥ 10,771 $ 108,574
　　事業税  1,964 2,253 19,602
　　貸倒引当金  1,417 1,472 14,139
　　法定福利費  1,460 1,452 14,577
　　その他 2,109 1,551 21,055
　　評価性引当額    (4)
　繰延税金資産合計̶流動  ¥ 17,828 ¥ 17,499 $ 177,943

　固定
　　退者
　ゃ 者
　~合計̶流動
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10. リース
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